
情報公開 教育課程 
 
１．教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること。 

→「情報公開 教育研究上の目的」をご参照ください。 

 

２．教員の養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績並びに各教員が担当する授業科目に関

すること。 

→「情報公開 教員の組織（専任教員数、性別、年齢別、職階別、専任教員数比率）教員数比率）」およ

び、以下の表をご参照ください。 

 

【令和５年度教職課程担当教員一覧】（幼稚園教諭２種） 

 職名 名前 主な担当科目 

教職員免許法施行

規則第６６条の６

に定める科目 

教授 清田 雄治 日本国憲法 

准教授 青木 和人 生活情報処理Ⅰ、生活情報処理Ⅱ 

准教授 石川 拓次 スポーツと健康Ⅰ（実技） 

スポーツと健康Ⅱ（講義） 

領域及び保育内容

の指導法に関する

科目 

教授 長澤 貴 保育内容（言葉）、保育内容指導法（言葉） 

教授 木村 幸泰 保育内容（環境）、保育内容指導法（環境） 

准教授 石川 拓次 保育内容（健康）、保育内容指導法（健康） 

准教授 國京 惠子 保育内容（人間関係） 

保育内容指導法（人間関係） 

准教授 南谷 悠子 保育内容（音楽表現） 

准教授 みやざき 美栄 保育内容指導法（音楽表現） 

助教 井上 剛男 保育内容総論 

教職に関する科目 教授 長澤 貴 教育原理 

准教授 國京 惠子 特別支援教育演習 

助教 井上 剛男 教職論 

 

【令和５年度教職課程担当教員一覧】（栄養教諭） 

 職名 名前 主な担当科目 

教職員免許法施行

規則第６６条の６

に定める科目 

教授 清田 雄治 日本国憲法 

准教授 青木 和人 生活情報処理Ⅰ、生活情報処理Ⅱ 

准教授 石川 拓次 スポーツと健康Ⅰ（実技） 

スポーツと健康Ⅱ（講義） 

教科に関する科目 教授 乾 陽子 学校栄養指導論 

教職に関する科目 教授 長澤 貴 教育原理、教育方法と技術 

教授 木村 幸泰 道徳、総合的な学習の時間・特別活動論 

准教授 國京 惠子 特別支援教育演習 

助教 井上 剛男 教育と社会 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.suzuka.ac.jp/about/founding_spirits/
https://www.suzuka.ac.jp/wp-content/uploads/2023/08/142797b161ffc767b420104edaa04317-1.pdf
http://www.suzuka-jc.ac.jp/about/professors/fulltime.html


 

【令和５年度教職課程担当教員一覧】（小学校教諭２種） 

 職名 名前 主な担当科目 

教職員免許法施

行規則 

第６６条の６に

定める科目 

教授 清田 雄治 日本国憲法 

准教授 青木 和人 生活情報処理Ⅰ、生活情報処理Ⅱ 

准教授 石川 拓次 スポーツと健康Ⅰ（実技） 

スポーツと健康Ⅱ（講義） 

教科に関する科

目 

教授 清田 雄治 初等社会、初等社会科教育法 

教授 木村 幸泰 初等理科、初等生活科教育法 

准教授 石川 拓次 初等体育、初等体育科教育法 

准教授 南谷 悠子 初等音楽科教育法 

准教授 みやざき 美栄 初等音楽 

教職に関する科

目 

教授 長澤 貴 教育原理、教育方法と技術 

教授 清田 雄治 教育実習（小、事前事後指導を含む） 

准教授 國京 惠子 特別支援教育演習、幼小連携論 

助教 井上 剛男 教職論、教育と社会 

 

３．教員の養成に係る授業科目、授業科目ごとの授業の方法及び内容並びに年間の授業計画に関すること。 

→「情報公開 Webシラバス及び鈴鹿大学短期大学部学則」をご参照ください。 

 

４．卒業者の教員免許状の取得の状況に関すること。 
 

学科 取得免許 
令和４年度卒業生 

取得者数 

こども学専攻 幼稚園教諭2種免許状 15名 

食物栄養学専攻 栄養教諭2種免許状 1名 

こども学専攻 小学校教諭2種免許状 0名 

 

５．卒業者の教員への就職の状況に関すること。 
 

学科 取得免許 
令和４年度卒業生 

一般企業 その他 

こども学専攻 幼稚園教諭2種免許状 0名 15名 

食物栄養学専攻 栄養教諭2種免許状 0名 1名 

こども学専攻 小学校教諭2種免許状 0名 0名 

 

 

６．教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組に関すること。 
①学生による授業評価アンケートの実施 

前期及び後期の講義終了時に「授業評価アンケート」を実施する。アンケート結果を数値化し、内容

も公開する。アンケート結果をもとにそれぞれの教員が分析し、授業改善を図り、学生満足度の向上に

努めている。 

②教員による授業評価アンケートの実施 

全教員に対し、前期及び後期それぞれの2週間すべての科目を参観できる期間を設けている。参観者

は「授業参観アンケート」を提出し、これをFD・SD委員会が集計・分析後期末に事後検討会を開催す

ることで、教員相互の授業改善を図る。 

https://suzukadaigaku-web.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx
https://www.suzuka.ac.jp/wp-content/uploads/2023/08/cac9abe60ae5469a60a7aec72ba35475.pdf

